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行こう ク  ム  レ 

の“断らない相談”とは？ 

 

 

 

 

 

〇全世代型対応の相談支援体制の関係機関イメージ 

 

人のライフステージや生活問題に

関わる保健、医療、教育、福祉の 

水島地域における地域連携体制を 

構築すべく、定期的に情報交換や 

課題に対しての検討会を繰り返し 

実施し、お互いの顔の見える関係 

作りを行っています。 

この活動が実際にお困りの“こども”、

ご家庭への支援へ繋がり、地域全体を

支えることの出来る“水島ワンチー

ム”へとなれるよう、取り組んでまい

ります。 

 

立秋を迎え、暦の上では秋がはじまりますが、実際には残暑が続きますね。 

ワクチンを打った方も打っていない方もいる中で、いつコロナが収束するのか未だにはっきりとは

言えませんが、今年は東京オリンピックも開催されて日本の選手たちの頑張りに元気をもらえた夏

だと感じております。 

子ども何でも相談センターも、誰かのために元気がでるお手伝いができたらいいなと思いながら、

月曜～土曜の９時から１７時まで、ご相談を承っています。 

どうぞお気軽にお電話ください(^‐^)/誠心誠意、職員一丸となって対応させていただきます。 

社会福祉法人クムレ「子ども何でも相談センター」では、“こども”を中心に、こどもに関わる方 

（ご両親や祖父母、近所の人など）を含め、年齢や障がいの有無など垣根なく日常生活へのお困りごと

を水島地域全体の地域住民や保健、医療、福祉などの関係機関全体で支えるための入り口としての役割を

目的に設置しています。 

また、水島小学校区公民支館長会から地域の災害対応含め、こどもの分野として参画のお話もいただき、

徐々に地域住民の方々との取り組みにも参加させていただいています。 

それは、こどもに関わる環境がこどもの今後の成長に良くも悪くも大きく影響を与え、将来的な水島地

域の課題になり得るからです。様々な人、機関が協力し合ってそのご家庭や地域を“安心出来る地域”に

するためにも“断らない相談”を実践していきますので、今後ともよろしくお願いいたします。 



  

令和 3 年度 

～相談から支援へつなぐ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〒712－8062 倉敷市水島北幸町２番４号 子ども何でも相談センター 電話：０８６-４４１-１９６０ 

子どもたちの体験の場、子育てをしているお母さん 

お父さんの交流の場として 8 月 21 日（土）に 

「おやこわくわくなつまつり」（助成：公益財団法人

資生堂社会福祉事業財団）を開催予定です。 

今後もうどん作り体験、駄菓子や買い物体験など、 

親子で参加できる行事を計画中です。 

 

去年より続くコロナ禍により、様々なお悩みを耳にすることがあります。 

仕事が減り収入も減ることによって「お金がない」、テレワークや外出自粛によりストレスがたまって起こる

「家庭内 DV」、緊急事態宣言や学校が臨時休校等を経て、オンライン授業もある中、学校に行かないとう 

選択をする「不登校」、集まりやサロン等がなくなり、引きこもりによる「孤立」、子育て中の親御さんが気軽

にコミュニケーションがとれる機会が減ることで抱えてしまう「発達や育児の不安」など、誰に相談すれば 

よいのかと一人で悩んでいる方がおられたらぜひ へどうぞ、 

お気軽にご相談ください。 

専門の職員たちがあなたの悩みに寄り添い、笑顔になれるための方法を一緒に考えます！ 

★お知らせ★  

近々地域の方のお悩み相談や談話をする居場所（連島）ができる予定です！お楽しみに～(^^)/ 

 

 

 

 

個別の支援 

支援の検討 家庭の支援 

「おやこわくわくなつまつり」 

   秋頃 『おゆずり会』…部活用品や学用品等、地域の皆様から頂いた物を必要な人へお譲りする 

      １０月 『みんなの作品展』…大人から子どもまで幅広く作成したステキな作品の展示会 等々  

今年も地域とのつながりを大切に様々な取り組みをしていきます！  

 

ひろばにじいろにパントリーBOX を 

設置しています。食材を取りに来られた方が 

「次は私が！」と寄付をしてくださるなど 

支えあいの輪が広がってきています。 

 

「くらしき互近助パントリー」（随時） 

保護者様 

家族みんなが笑顔になれる支援につながるよう頑張ります！ 

専門職員たちで

検討・情報交換 

 療育などの支援 

お仕事に関しての支援 

以前より、子どもの相談でお話をしている際に保護者様より、「自分の仕事が上手く続かない」「自分は発達障害

なのではないだろうか？」との相談がありました。地域の医療機関、障がい者就労に関する機関へ相談、 

情報交換を行い、保護者様に対して安心してお仕事ができるためのお手伝いをさせていただきました。現在進行

中ですが、機関連携によってご家族の安心に繋げることができるようなお手伝いもさせていただいております。 

 
 療育などの支援 

 

仕事に対する悩み 

 

取組みについて 

お気軽に 

お問合せください★ 

tel:０８６－４４１－１９６０

